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どのようにしてそれをアイデンティティーの問題︑自己発見︑自己発案︑自己形成の潜在要素と 読めばよい だろう︒伝記作家の立場に立てばたぶん可能だろうが︑著者がそうしたように︑畸人の立場に立つなら︑どだい無理な話だ︒公平を期 ておくが著者自身︑畸人伝の対象人物に迫るのは﹁本質的に不可能﹂であることは百も承知のうえで︑ ﹁歴史的文脈に注意を払い︑また︑畸人たちをもっとわかりやすい規範と対置す こ で﹂
（九頁）
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﹁畸﹂が土着のエートスに浸透し︑やがて日本社会になじみ︑商業化されていくさまを詳しく描く︒最後の二章では︑この商業化進展によっ ︑文人文化における﹁畸﹂の社会的価値 薄まり︑その結果︑この概念がいかに﹁対抗文化的勢力や政治的反体制派﹂に乗っ取られてい たか 語られる︒
　字数に限りがあるため︑この本の持つおびただしい長所をすべ
て紹介することはできな で こうするともっと良くなる ではないかと思える点を二つだけ挙げる とにしよう︒第一は︑ ﹁美学しての畸﹂ いうやや狭い観点だけに焦点が絞られてい ことだ︒スポットが当たるのは︑たとえば︑祇園南海︑柳沢淇園︑売茶翁︑池大雅︑曽我䔥白︑伊藤若冲︑服部蘇門︑深井志道軒︑木
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析となっている︒この畸人たちが当時の社会に命を吹きこみ︑活力を注ぎ込んだのと同じように︑本書は文人文化 ついて︑ れからの議論を刺激し触発していく 違いない︒＊
 本稿は︑
Japan Review
 N
o. 27 （
2014 ）に掲載された英文テキストの日本語訳
である︒
